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リ ス ニ ン グ と 発 音 の 挿 導
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国 縹武道大 学 　村川 久 子

　国際武道 大 学の 学生 は
一般教 養の 英 語が必修 で 計 10 単位 修得 し な けれ

ばな りませ ん。授業 は すべ て LL 教室 で行わ れ 1 ク ラ ス 約 65 名の 編 成 で

す。本学 の 英語の objec ヒives は 4 技能の 中で も特 に Listeniag と

Speaking を 中心 に行 い 他の 2 技能は 補習 等で 行 い ます 。

　高校時 代に 輩道や 体 育 を中心 に過 ご して きた学生 が、英語 が 4 年間必 修

と い う状況 に 置かれ ますの で か な りの 戸惑 い が あ る の は事実です ・ 心 理 的

に英語の 苦 手意識 が強 く簡単 な発 話 も 教員 の 忍 鮒力 が 必要に な っ て き ます 。

た とえ発話 があ る場合 でも殆 ど聞 き取 りが 不可 能な程 声が小 さ く 4 − 5 回

は大 き な声 を 出す よ う助書 しなけれ ば な りませ ん 。 放 課後の 課外活動 （全

学生必修）で は 大 き な か け声が 出せ る 学生 です の で、 何 とか英 語の 授業 で

も大 き な声 で発 話が 出 来る ように指導 した い と願 っ て い ます 。

　今 回 は Listening と発話 を 中心 と した授業 の 中に発 音指導 を して い る様

子 を ご紹 介 し特 に 発声 訓繚、 発音方法 （無 声の 破 裂音） と発 音練 習、 そ し

て発 音分 析 を中心 に します。特に無声 の 破裂を 選 ん だ理 由は 摩撚 破 擦音

もあ りあ らゆ る 子 音 は 音の 強 さ を よ く表 して い る こ とも事 実 です が、 こ の

諫習 が一番 音声 の エ ネル ギ ーが強 く轟 され る練 習 に な る か らで す。／ p ， し，

k／の 帯気 が 長 く しか も そ の 持続 時聞 が長 い と非 常 にわ か りや す い 、強 い、

美 し い 発音 に な る よ うに思 えます 。

〔対象 と方 法】　 A．授業 時間 （90 分）・ B・学級定員 （60 名）・ C・実施 及び実例及 び 実

　　　　　　 例クラ ス （国際 武道 大学体育 学部武道学科 3 隼 生。 水曜 日、 2 時 限 （10：5

　　　　　　 0−12：20）、 B，使用教材 ｛（1）PROTs （Pronunciation　Training　sysしem ）、

　　　　　　 PROTSテ キ ス ト （村 ltl久子 著 ）、 レ ーザ ーディ ス ク （村川久 子監 修）、 ア

　　　　　　
1
ナライザ ー （村川 久 子 監 修）、 （2）Break　Through　 Book　3 （J．c ．Richards ，

　　　　　　 M．N・Long）｝、 E．主眼 点 （発芦訓練。発音 方法、 発声練 習．発音 分祈、大 意

　　　　　　 莊三握）　−　F．使用教室　（LL教室 1421
，
LL準 備 室 1522）　℃　G ．指導 時問　（発声練習

　　　　　　 一約 5 分、 発音方ta　一約 5 分、 発音練習 一約 20 分、 リス ニ ン グー約 60

　　　　　　 分、発音分 拆 一約 1 時聞）。

（授 業方 蔽）

　　　　 授業の は じめ に
一

人 つ つ 発声 繚 習 の た め に ア ル フ ァ ベ ッ トま た は 英 語 で

　　 　 数字 を発 音 させ る 。 次 に PROTS テ キ ス トで ［p ， t，k】 の 発音方 濫 を説 明 し

　　　 レ ーザーデ ィ ス クで 奚 際に 日 本 人 と米 国人 の 発 音 方該 の 相違 を 紹 介す る 。

一 1一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

9 月22日團 　私の授業 （2号館 402）

　　　　　　 そ れ か ら各 自で 発音 の 練習 をす る （今 回 は テ ィ シ ュ ペ ーパ ーを 月い テ ィ シ

　　　　　　 ュ
ーが 大 き く動 くと帯気が 強 い の で そ の 強 さ を 確 認 させ る ）。 一応 発音 の

　　　　　　 練 習 を 終 え る と Break　Through　Book　3 の unit の Listening の 部分 の

　　　　　　 テ
ープを流 しテ キ ス トを見せ な い で n 。しetaking を させ そ の 直 後 客観的

　　　　　　 な質問 をす る 。 こ の unit の 瞽。rk　Book を練 習 させ 授 業 を終 了す る 。

匚発音分析］

　放課 後 学生 は課 外灌動 （必修 ）が あ るの で分 析 は 小 人 数に 分 け ア ナ ラ イ

ザ ーが設置 し て あ る LL 教室 で 行 う。分析 方法 は下 記の 通 りで V 。 　　　
、

ボ イ ス パ タ ーン の 画 面 に ど う表 れ る か

日本人 の 〔P−】（バ ） ア メ リ 力 人の ［p・］（person ）
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（1）破裂 の 線。 PROTS ア ナラ イ ザ に よる ボ イス パ タ
ー

ン （声 紋） の 画面 で は、破裂 の 部

　　分 が 縦 に 1 本の 線 と して表 れ ます 。 こ の 線が は っ き り と濃 く出 て い れ ば強 い 覈 裂音

　　を示 し、 不明 瞭で あ れ ば弱 い 破 裂音 を示 します 。 上 の 例 で も、破裂 を示す縦 の 線に

　　違 い が 表れて い ます 。 ア メ リカ 人 の ［p・］音 （右 図 ）は唇 を し っ か り閉 じて か ら破裂

　　さ せ ます の で． は っ き りと濃 い 線が 表れ て い ます 。

  蔽 の 部分 。 ボイ ス パ s 一ン の 面面 では、輟 後 の 鬣軸時 間 の 影 が長 け れ lxgfi が

　　長 い こ と を示 し．短 けれ ば 帯気 が短 い こ とを示 し ます 。 上 の 例 で も、 ア メ リ カ入 の

　　破 裂 は 日本人 の 破 裂 よ りも強 い の で 、 こ の 影 の 横軸の 幅が 長 くな っ て い ます 。
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